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低圧型変成岩での側2Si05鉱物(2)

一フィブロライトと珪線石をどう考える?一

奥山(楠瀬)康子1〕

r,はじめに

紅柱石,藍晶石,珪線石は,｢坦2Si05鉱物｣とも呼

ばれる,泥質変成岩に広く出現する多形鉱物であ

る.日本ではいわゆる中正型変成岩の分布が限ら

れるため藍晶石の産出は少ないが,紅柱石と珪線

石は底圧型変成帯の中温域(紅柱石)から葛温域(珪

線石)にかけて,比較的普通に認められる.そして紅

柱石から珪線石への相転移は,低圧型変成帯での

主要なアイソグラッドをきめる,重要な反応となって

いる.紅柱石と珪線石の実験的な安定関係は,奥山

(楠瀬)(1995.1996)にまとめたように,最近になっ

てかなり高い精度で決定された.この実験的知識を

天然に適用することで,低圧型変成作用の地質学的

な理解が進むことが期待される.

しかし実際の岩石での紅柱石･珪線石の産状に

は,紅柱石と珪線石,あるいは大型の珪線石といわ

ゆる｢フィブロライト｣が｢共存｣するなど,純粋な

A12Si05鉱物の知識だけでは説明しきれないことが

多いのも事実である.組成の影響については,不純

な紅柱石の安定領域が高圧側に拡大した結果,紅

柱石と珪線石(あるいは藍晶石)が広い範囲で共存

する実例がある(具体例は奥山(楠瀬)(1996)に紹

介).低圧型変成岩でのA12Si05鉱物についてのレ

ビュｰの後半にあたる本論では,実際の岩石での紅

柱石一珪線石転移と,特に大型の珪線石といわゆ

る｢フィブロライト｣の関係についての最近の研究を

紹介したい.

2､フィブロライトと珪線石に違いはあるのか?

珪線石は,その名のように細い繊維状結晶となり,

1)地質調査所地質標本館

集合体をなすことが多い.これが,いわゆる｢フィブ

ロライト｣である.珪線石帯の泥質変成岩のフィブロ

ライトは,マトリックスの構成鉱物として微摺曲した片

理面に密に集合するだけでなく(第1図a),紅柱石

や,組織的にはっきりフィブロライトと区別できる大

型の珪線石に伴うことも多い(第1図b).フィブロラ

イトが紅柱石や大型の珪線石と共存するケｰスは,

相解析の上で少々厄介である.というのも,フィブロ

ライトと大型の珪線石との関係が単純ではないから

だ.

大型の珪線石とフィブロライトがそれぞれ別の変

成反応で生成することがある.例えば,中正型変成

帯での第一珪線石アイソグラッドと第二珪線石アイ

ソグラッドでは,前者で藍晶石からの転移,後者で

白雲母と石英の反応によって,それぞれ珪線石が生

成する(スコットランド寓地における比較的新しい研

究例として例えば,McLe11an,1985).この場合,第

一珪線石アイソグラッドでフィブロライト,第二珪線石

アイソグラッドで柱状珪線石が生成する事が多いと

されるが(Kerrick,1990),ではどうしてあとからの

反応はフィブロライトの量を増やすように働かないの

だろうか?さらに,低圧型変成帯の申には低温側で

柱状珪線石が先に生成し,白雲母と石英の反応に

よるフィブロライトがより高温側でできている地域が

ある.この場合,なぜあとの反応で生成した珪線石

分子は,既に存在する柱状珪線石をさらに成長させ

なかったのだろうか?このように,フィブロライトと

珪線石の間には,一定の関係を見出すのが難しい.

このため,両者には何等かの鉱物学的な違いがあ

るのではないかという議論が,しばしばなされてき

た.

その根拠として,フィブロライトのA1/Si比が理想
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第1図

泥質変成岩でのフィブロライトの組織.a)フィブロライト集合体が密に片理に濃集する.珪線石一ざ

くろ石一黒雲母片麻岩(R11513).画面構昌5mm.b)紅柱石を取り囲み,交代するフィブロライト.

Vemon(ユ987a)より.画面構･2.8mm.c)同じく,遠野接触変成帯下部瑳線石帯.画面積昌1.3mm.d)

泥質ホルンフェルスのマトリックス粒間に分散するフィブロライト.遠野接触変成帯下部珪線石帯.

画面構呈2.5mm.

的な値(2:1)から著しく外れるとされることがある.

しかし奇妙にも不定比性の傾向は一定しておらず,

実例はあげないがSiに富むとする報告も逆にAlに

富むとする報告もある.注意しなければならないの

は,フィブロライト集合体を分析する際に,隙間に扶

'まったほかの鉱物(特に石英やコランダム)をいっし

ょに分析している恐れがないかということである(例

えばBeuandNord,1974).現にA12Si05鉱物の微

量成分の研究を行ったKerrickandSpeer(1988)

は,太さ10μ㎜以下の細柱状ないし繊維状の珪線石

をそれより大型のものと区別して取り扱ったが,両

者のA1/Si比に有意な違いは見出せなかった.また

微量成分についても,系統的な違いは見出せなか

った.彼らが設定した10μ㎜という基準値に鉱物学的

な意味は認められないにしても,フィブロライトが珪

線石と異なる組成の鉱物であるとは考えられない.

結晶構造についてはどうだろうか?フィブロライ

トを分離してX線回折を行っても,基本的には珪線

石と同じパタｰンしか得られない.トｰナル岩中の

捕獲岩に含まれるフィブロライトの結晶構造を透過

型電子顕微鏡で研究したWenk(1983)は,フィブロ

ライトに大型の珪線石に比べ高い密度の格子欠陥が

分布するとした.しかし,同様の研究の結論として,

差がないか,フィブロライトの方が欠陥密度が低いと

したものも多い(Doukhaneta1.,1985;Kerrick,

1986).珪線石はA1の半分がSiと同じく4配位であ

るため,A1-Si秩序一無秩序配列を起こす可能性が

ある.しかしこの問題についても,フィブロライトの中

性子回折からA1とSiのそれぞれについて9%ずつの

無秩序性を見出したのが例外的である(Bishand

Bumham,1992).そしてこの場合も,フィブロライト

であるからではなくて,生成条件が高温走ったこと

が無秩序化の原因のようだ.このように､フィブロラ

イトと珪線石を結晶学的に区別しなければならない

理由もない.

フィブロライトのように極端に細粒の鉱物は,全表
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面エネルギｰが無視できないほど大きく,たとえ同

じ鉱物であっても熱力学的に別の取り扱いが必要

との主張もある.Sa1je(1986)は結晶度の異なる3個

の珪線石試料の定圧比熱を測定し,フィブロライト質

のものほど大きな値を得たとした.これが事実であ

れば,フィブロライトの表面エネルギｰが全エントロ

ピｰに寄与しうることを示すものであり,熱力学的に

フィブロライトは柱状珪線石と区別した扱いをするこ

とが必要となってくる.しかしHemingwayeta1.

(1991)は,同じような定圧比熱の精密測定からSaUe

(1986)の解釈に疑問を呈した.彼らは珪線石とフィ

ブロライトだけではなく,粗粒石英とノバキュライト

(微晶質石英からなる岩石)の定圧比熱を測定,比

較して,細粒集合体の表面エネルギｰが有意に寄与

するかどうかを検証した.結果は,差がなしと出た.

つまり,密な集合体の全表面エネルギｰは,粉体の

場合と違ってかなり小さい可能性が高いのだ.

以上のように,フィブロライトと珪線石に鉱物学

的･熱力学的な区別が必要とするための積極的な

証拠は,ほとんどないといってよい.この2つの｢鉱

物｣は,核形成と結晶成長がなんらかの理由により

異なることによって生じた,組織的な区別と考える

方が合理的である.さらに,珪線石とフィブロライトの

生成と相互の関係を明らかにすることにより,紅柱

石一珪線石転移だけではなく珪線石帯での変成反

応のカイネテイクスを解明できるかもしれない.この

見方から,いくつかの地域での柱状珪線石とフィブ

ロライトの相互関係と生成条件を検討してみよう.
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3｡珪線宿分子はフィブロライトをつくりやすい

低圧型変成作用で珪線石(フィブロライトおよび柱

状珪線石)は,紅柱石からの相転移が,白雲母と石

英の分解反応によって生成する.紅柱石からの相転

移による珪線石の生成の国内での例としては,中部

地方領家帯の一部や(Morikiyo,1984;三宅ほか,

1992),北上山地,遠野接触変成帯(Okuyama-

Kusmose,1993.1994)などがあげられる.北上山地,

遠野花商閃緑岩体周囲の接触変成帯(第2図)では,

珪線石アイソグラッドでフィブロライトが出現してい

る.フィブロライトは丸みを帯びた細粒の紅柱石の回

りを取り囲むことが多いが(第1図｡),紅柱石と無関

係に石英や董青石などマトリックスの鉱物の粒界に

第2図北上山地,遠野接触変成帯の変成分帯.珪線

石帯は,ざくろ石一重青石組み合わせの出現に

より下部珪線石帯と上部珪線石帯に分けられ

るが(第3図参照),この縮尺では区別できない

ため一括している.各帯の変成条件は第4図を

参照.O㎞yamかKusmose(1994,Fig.1)より.

沿って分布することもある(第1図d).遠野接触帯で

は,白雲母と石英の間の反応が紅柱石帯で起こっ

ている(第3図).したがって,フィブロライトはこの反

応で生成したのではなく,不安定化した紅柱石から

の相転移によってできたことはまちがいない.

紅柱石からの転移で珪線石が生成するケｰスで

は,泥質岩の全岩組成がやや坦203に富んでいる傾

向がある.これに対して白雲母と石英の間の反応は,

より広い全岩組成の岩石に起こりうる.国内での例

も,日高帯(Osanaieta1.,1986.1991,Shiba,1988),

筑波変成岩(柴,1982,宮崎ほか,1992),中部地方

領家帯(横井,1983),そして領家帯柳井地域(宮下,

1996)など,数多い.

注目されるのは,上にあげた地域では反応がどち

らであろうとも,好んでフィブロライトが生成している

地質ニュｰス504号�
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第3図遠野接触変成帯高温部の泥質変成岩での鉱物共生変化を示す,AFM投影図.この接触帯で

は,白雲母と石英の反応が上部紅柱石帯の高温部で起こっている.
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第4図遠野接触変成帯の変成条件(太矢印).則2Si05

鉱物平衡曲線は,Holdaway(1971,H)および

Pattison(1992,P)による.Tms-kfは白雲母十

石英の分解反応点での,Tand-si1は紅柱石一

珪線石転移点での,炭素同位体交換温度をそ

れぞれ示し(森清ほか1989),網掛けした囲

みは,ざくろ石一黒雲母一鉱物一斜長石一石

英地質温度圧力計による上部紅柱石帯と上

部珪線石帯の温度･圧力条件.Okuyama-

Kusunose(1993,Fig.12)より.
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ことだ.さらに,白雲母と石英の反応でフィブロライ

トができている地域の中には,より低温側で柱状珪

線石が先に形成されている場合さえあるのだ.どう

も泥質変成岩の中ではフィブロライトの方ができや

すい傾向がありそうだ.少し古いデｰタだが,

Rumble(1973)もアメリカ東部,アパラチア変成帯

で,同じような傾向を見いだしている.それによると

ニュｰハンプシャｰ州のアパラチア変成帯高温部の

泥質変成岩では,珪線石としてフィブロライトのみを

含む岩石の産地が43ヵ所であるのに対し,フィブロ

ライトと柱状珪線石を共に含む産地は6ヵ所,柱状珪

線石のみの産地は7ヵ所であった.反応がどのよう

なものであれ,生成する珪線石分子に対して核の数

が多ければ,珪線石は細粒化し,フィブロライトにな

るであろう.フィブロライトが一般的であることは,泥

質変成岩には珪線石の核形成サイトは無数にあり,

新たに生成した珪線石分子は既存の珪線石にオｰ

バｰグロｰスするのではなく手近な所で核形成･成

長する傾向があることを意味する.

その極端な例を,横井(1983)による中部地方領

家帯,平岡一門谷地域に見ることができる(第5図).

この地域では,全域にわたって珪線石が安定で,大

型の珪線石が泥質変成岩に広く認められる.珪線石

はしばしば紅柱石と共存するが(第6図a),これは両

者の間に規則的なFe3･の分配関係が存在すること

による(紅柱石の側がFe3+に富む).この地域の相対

的に低温側では白雲母と石英が共存するが,温度

上昇とともに反応し,高温側ではフィブロライトとカ

リ長石の組み合わせが安定となる(第5図).フィブ
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第5図中部地方平岡一門谷地域の領家帯泥質変成岩

における,紅柱石と珪線石の分布.フィブロラ

イトの出現は,白雲母十石英の分解反応によ

る.横井(1983,Fig.1)に加筆.

ロライトは,集合体をなして常にカリ長石に包有され

ている(第6図b).ブィブロライトは柱状珪線石より

Fe203に乏しく(柱状珪線石の0.19-0.26wt%に対し

第6図

平岡一門谷地域の泥質変成岩における､紅柱石･珪線石･フィブロライトの組織.横井(1983,Fig.2)に

よる.いずれも画面構｡2mm.a)大型の紅柱石と珪線石の,c軸の向きをそろえた平行連晶.b)フィブ

ロライト集合体.常にカリ長石に包有され,犬型の珪線石や紅柱石に伴うことはない1
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てフィブロライトの0.10-0.16wt%),両者は明らかに

平衡にない.岩石内での物質移動が十分であれば,

白雲母と石英の分解反応で生成したFe3+に乏しい

珪線石分子は,すでに存在する柱状珪線石(第6図

a)をさらに粒成長させたであろう.このように平岡一

門谷地域の珪線石帯泥質変成岩では,高温にもか

かわらず変成反応に伴う物質移動は極めて限定的

で,生成した珪線石分子がほとんどその場でフィブ

ロライトとして核形成し成長したのである.

4.フィブロライトの粒成長でできる柱状珪線石

平岡一門谷地域などと逆に粗粒の珪線石の出現

より低温側でフィブロライトが生成する場合には,フ

ィブロライトの粒成長によって柱状珪線石ができるか

もしれない.先にあげた北上山地,遠野接触変成帯

では,珪線石帯の中で温度側ほど紅柱石残品が少

なくなり,逆にフィブロライトは増加する.そして珪線

石アイソグラッドよりかなり花商岩体に近づいて,フ

ィブロライトとともに明瞭な(001)パｰティングを持

つ珪線石の長く伸びた結晶が出るようになる(第7図

a).紅柱石も珪線石も組成は比較的純粋で,不純物

はFe203が紅柱石で0.5wt%,珪線石で0.2wt%程度

であった.珪線石帯での変成温度は600～700℃と

いう高温に達していたことが,ざくろ石一黒雲母地質

温度計や炭素同位体地質温度計により分かってい

る(森清ほか,1989;Okuyama-Kusunose,1993;

第4図).したがってここの柱状珪線石は,珪線石帯

の高温のもとでフィブロライトが粒成長してできた可

能性が高い.

フィブロライトの粒成長による柱状珪線石の形成

は,この接触帯に限らず,アメリカ,ニュｰメキシコ

州のSandia山地の原生代変成岩(yemon,1987a;

第7図b)や,オｰストラリア南東部,Lach1an摺曲帯

のCoomaComplex(JohnsonandVemon,1995)な

どの広域変成帯でも起こっている.中正型変成帯の

第1および第2珪線石アイソグラッドについてKerrick

(1990)は,第1珪線石アイソグラッドでフィブロライ

トが,第2珪線石アイソグラッド付近の高温下で柱状

珪線石が出現するとしている.この関係も,柱状珪

線石がフィブロライトの粒成長でできるという考え方

に調和的である.フィブロライトの柱状珪線石への粒

成長は,岩石全体の粒子表面エネルギｰを減らす物

理的にかなったプロセスである.珪線石が安定なゾ

ｰンで相対的に低温側にフィブロライト,高温側に柱

状珪線石という分布が認められる場合,粒成長によ

る柱状珪線石の生成を考えてみてもよいであろう.

5.紅柱石から転移した柱状珪線石

フィブロライトの粒成長で柱状珪線石が生成する

例があるにしても,低圧型変成岩の柱状珪線石には

どうみてもフィブロライトの粒成長と無関係と考えら

れるものが少なくない.そして紅柱石が柱状珪線石

と共存する場合,両者が結晶軸をそろえた連晶をな

すことも珍しくない(第6図a).最も極端な場合,大

型の珪線石が一定の結晶学的関係のもとに内部か

ら紅柱石を交代する,複雑な紅柱石一珪線石連晶

第7図

フィブロライトの柱状珪線石への粒成長.a)遠野接触変成帯上部珪線石帯の泥質ホルンフェルス.

画面積昌1.3mm.b)同じく,アメリカ,ニュｰ･メキシコ州,Sandia山地の珪線石一カリ長石片岩.

Vern㎝(1987a)より.画面構｡1.5mm.
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第8図珪線石による紅柱石のparamorphicreplacement.a)Vemon(1987a)より.もとの紅柱石結晶の外

形を残しつつ,内部から複雑な形態の珪線石単結晶に交代される.画面積=5mm.b)Kerrickand

Woodsworth(1989)より.へき開から,両者がa,b軸を交換した形で結晶軸を共有することが分かる.

画面構=1.2mm.

を形成することさえある(第8図a,b).このような連

晶をなして珪線石が紅柱石を交代する現象を,

yemon(1987a)は“paramorphicrep1acement"

と呼んだ.第8図のようにparamorphicに紅柱石を

置き換える珪線石は,複雑に入り組んだ結晶をなす

が,単結晶であり,へき開から分かるようにa軸とb

軸を入れ替えつつ結晶軸を共有する(第9図).紅柱

石と珪線石は共に斜方晶系で,格子定数も比較的

似た値である(奥山(楠瀬),1996,の第1表参照).

だからこそこのような｢芸当｣ができるのだろう.これ

に類した組織は,各地の広域変成帯だけではなく

�敲物捫慮�潯��牴栬�������

Vemon,1995),一部の接触変成岩や(例差は

LaramieAnorthositeComplexの接触帯;Grant

andFrost,1990),花開岩申の捕獲結晶(たとえば

熊野酸性岩;筆者の未公表デｰタ)にも認められる.

この種の柱状珪線石に対しては,粒成長と別の,紅

柱石と結晶学的に関係した形成機構による説明が

必要である.

Doukhaneta1.(1985)は,実験的に変形させた

紅柱石では積層欠陥が発達して紅柱石特有のA105

多面体が歪み,A1O｡多面体に転化する構造変化が

起こるとした.Vemon(1987a)はこの部分が珪線石

に似た結晶構造に相当することに着目し,これを核

として紅柱石結晶の内部から珪線石が成長して,紅

柱石との結晶学的関係を保った交代組織が生成す

ると議論した.この考え方によると,紅柱石と複雑

な連晶をなす柱状珪線石では母相の紅柱石が変形

十､イ

十

珪線石紅柱石

第9図紅柱石母相(外側)とそれを交代する珪線石

(内側)の結晶面,結晶軸,へき開の相互関係.

第8図と比較.

作用を受けている必要がある.先に例示した交代性

の珪線石一紅柱石連晶は,すべてマトリックス鉱物

より粒長が10倍以上あり,しばしば｡mオｰダｰに達

する大型の結晶であることが注目される.岩石の変

形にあたって,細粒のマトリックス鉱物は粒問すべり

によって歪みを解消できるが,大型の斑状変晶は結

晶自体が変形せざるをえない.このような変形挙動

の違いが,粗粒の紅柱石斑状変晶が直接珪線石に

転移する一見不可解な相転移のメカニズムに関係

している可能性があると考える.

6.交代性のフィブロライトとその生成条件

泥質変成岩のフィブロライトは,微摺曲をなす片理

面など岩石の特定の部分に濃集する傾向があるが,

地質ニュｰス504号�



低圧型変成岩でのA12Si05鉱物(2)一フィブロライトと珪線石をどう考える?一

一61一

策10図

交代性のフィブロライトとその組織.KerrickandWoodsworth(1989)より.a)黒雲母を交代するフィブ

ロライト集合体.集合体の中にゴｰスト状に黒雲母が残る.画面構呈1.4mm.b)交代性フィブロライト

は犬型の珪線石(S)と結晶学的に関係せず,粗粒化しつつあるとは考えられない.画面構｡1.4mm.

同時に特定の鉱物の集合体をなして交代する組織

もしばしば認められている.その対象は黒雲母

�敲物捫�����潮����敲物捫慮�

Woodsworth,1989,第10図a,b),長石(Wintsch

andAndrews,1988),董青石(Vemon,1979)な

ど､低圧型泥質岩中のほとんどすべての鉱物にわた

っている.この種の交代性のフィブロライトに対して

は,“base_cation工eaching",あるいは“hydrogen

metaSOmatiSm"と呼ばれる生成機構が提唱されて

いる(Vemon,1979).この名称は,水素イオンの添

加によって鉱物からA1とSi以外のイオンを除去する

反応,たとえば,

��本䙥��卩㌰���㈫��

黒雲母

��卩〵����本䙥���㈰�卩�

フイブロライト

(Vernon,1979より)が考えられることによる.

Kerrickと共同研究者は,この種のフィブロライト

の中に紅柱石安定領域内で生成したものがあると主

張している.北アイルランド,Donega1地方のArdara

花商質岩体周辺の接触変成帯では,珪線石アイソグ

ラッドより地表露出にして300m､ざくろ石一黒雲母

地質温度にして約70℃低温側で,フィブロライトが出

現する(Kerrick,1987;第11,12図).もう一例がカ

ナダ,ブリティッシュ･コロンビア州のMountRa1eigh

地域で,ここでもフィブロライトは､珪線石アイソグ

ラッドより地表露出で約2km,温度にして約70℃低

温側で出現しているとされる(KerrickandWoods-

�牴栬���

この二つの地域に共通するのは,フィブロライト集

合体が交代性であるとされることと(第10図a,b),そ

の組成が不純であることである.両地域ともフィブロ

ライトは著しくFe203に富み,Ardara接触帯では共

存する紅柱石(Fe2030.17-0.26%)よりもFe203含有

量が高い(同じくO.43-0.65%).Kerrick(1987)お

よびKerrickandWoodsworth(1989)は.後退変

����

◎Fib

��

鐙And+[b

第11図

アイルランド,Ardara花商質岩体の

まわりの接触変成帯での藍晶石,

紅柱石,珪線石およびフィブロライ

トの分布.Kerrick(1987,Fig.1)

より.
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第12図

アイルランド,Ardara花商質岩体

の接触変成帯でのフィブロライトを

含む岩石のざくろ石一黒雲母地質

温度計による平衡温度の分布.

“Smimaniteisograd"の温度は,

この接触帯の全圧下(2.5kbar)で

のHo1daway(1971)による紅柱

石一珪線石転移温度にほぼ一致.

Kerrick(1987,Fig.4)より.

�㈰����

��慮捥�洩

､

㌀

�

�

燃

408500600700ε00

アloCl

第13図共存する紅柱石と珪線石の間のFe3+分配によ

る安定領域の変化.純粋な場合(KD昌1.0)に

比べて紅柱石がFe3+に富む場合は(KD〉1.0)

その安定領域が高温側へ拡張し､逆に珪線石

が不純な場合は(KD〈1.O)その安定領域が低

温側に拡張する.KerrickandWoodsworth

(1989)より.網掛けは,ざくろ石一黒雲母地

質温度計による珪線石アイソグラッドの温度.

交代性のフィブロライトを含む岩石(第8図)は

これより低温側のゾｰンのものである.

成期に酸性流体が流入して黒雲母を分解するととも

に,不純な組成のフィブロライトを生成したと議論し

た.少量のFe203の存在によって珪線石の安定領域

が低温側に拡張するのは,不純な紅柱石の安定領

域が高温側に拡張することと裏返しの関係である

(第13図).

多くの分析デｰタが示すように珪線石は元来刈と

Si以外の陽イオンが入りづらいので,組成が原因で

珪線石(フィブ回ライト)の安定領域が変化した確か

な例があれば,大変におもしろい.しかし筆者は

Kerrickらの見方にまだ疑問を持っている.この2つ

の地域のフィブロライトは黒雲母を交代するマット状

集合体であり,通常のEPMA分析だけでは正確な

組成の決定が大変難しい.またフィブロライトの生成

条件についても,地質温度計が再平衡していないか

を中心に詳しく吟味する必要があると考える.

6,まとめ

低圧型変成岩の重要な鉱物である紅柱石と珪線

石についてのレビュｰの後半として,フィブロライト

の関与する相関係とカイネテイクスをとりあげた.フ

ィブロライトと大型･柱状の珪線石とに鉱物学的な違

いはなく,この2つは核形成と結晶成長がなんらか

の理由により異なることによって生じた,組織的な

区別と考える方が合理的である.

泥質変成岩のフィブロライトは,白雲母と石英の脱

水反応だけではなく,紅柱石からの相転移によって

も形成される.また柱状･犬型の珪線石にも,フィブ

ロライトの粒成長で生成するものと,紅柱石から直接

相転移するものがある.このように柱状珪線石･フィ

ブロライトともにできかたは単純ではない.さらに柱

状珪線石とフィブロライトがともに｢共存｣する場合で

あっても,中部地方領家帯,平岡一門谷地域のよう

に平衡関係にない場合もあるので,注意が必要であ

る.経験的には,柱状珪線石よりもフィブロライトが

形成される頻度の方が高い.言い換えれば,高温の

泥質変成岩の珪線石は多数の核を形成して成長す

る傾向のある鉱物である.紅柱石から転移した大型

地質ニュｰス504号�
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の珪線石は,母相紅柱石と一定の結晶学的な関係

にあることが多く,これに対しては,母相紅柱石の塑

性変形が重要な要素である可能性がある.紅柱石,

珪線石,フィブロライトの間の関係をより明確に整理

するためにも,これらの鉱物を含む低圧型変成岩の

反応履歴,変形作用および厳密な変成条件の研究

が,今後更に重要となってくるであろう.
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